








要約　血液不適合妊娠による新生児溶血性疾患(hemolytic disease of the newbown:HDN)

の多くは、赤血球不規則抗体が原因である。さらに妊婦においては分娩時大量出血の際に

輸血用血液の対応にも苦慮する場合があり、妊婦での不規則抗体スクリーニングシステム

の確立は極めて重要である。こうした中、我々は全国に先駆け、平成 4 年 11 月より山梨

県における妊婦不規則抗体スクリーニングシステムを完成させ測定を行っている。その後

2 年間に発見された妊婦不規則抗体は 115 件(115/11,881)0.94%であり、一般献血女性の

約 8倍高い検出率であった。又、山梨県下産婦人科、小児科施設への HDN 発生及び分娩時

の輸血に対する過去 2 年間のアンケート調査を行ったが、HDN は 8 例発症し(抗 D+抗 E 抗

体 1、抗 D+抗 G 抗体 1、抗 E抗体 2、抗 E+c 抗体 1、ABO 式 3)であり HDN 発生率 0.045%(分

娩総数 17748)〔ABO 式を除くと 0.028%〕、不規則抗体陽性(115)中 4%であった。HDN に対

する治療は光線療法全例(8)、交換出血は 6 例、赤血球輸血は全例行われたが、核黄疸、

死亡例はなかった。分娩時の輸血率は 0.3%(26/8,524)であった。さらに弘前地区では、

過去 1年間の不規則抗体陽性率は 0.9%(19/2,122)であり、HDN の発症は認めなかった。分

娩時輸血率は 0.4%(31/7,683)であった。

以上、妊婦不規則抗体スクリーニングが極めて重要であると考えられた。


